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る。夫は3年前に他界し、子供は5人いるが、
全員遠方におり、関わりは難しい。だが、ある
程度の経済援助は可能である。遺族年金で約13
万円／月の収入があり、介護保険は要介護i2で
認定結果が出ている。
　事例③の検討ポイントとして、1、家族の護
りは困難。2、約13万円／月の収入があり、家
族より、ある程度の援助が可能。3、要介護2
である。4、認知症があり、転倒の危険性がある。
　！点目について、例に挙げた検討施設は全て
対象になる。
　2点目について、介護付き有料老人ホームは
金額的に対象から外れる。
　3十目について、特別養護老人ホームは非常
に待機者が多い上、より介護度の重い方から入
所になるため、ここでは対象から外れる。
　4点目について、認知症があり、転倒の危険
性があることから、より認知症の方に対応して
いるグループホームを選択する。
【まとめ】
　退院支援は、患者や家族を取り巻くいろいろ
な要因を精査し、その患者に最も適した退院先
を検討し、提案しなければならない。
　より良い支援を実践するためには、最新かつ
正確な情報を伝達し、共有することが必要となっ
てくる。
　地域医療連携室では、本年の診療報酬改定に
伴い、今後より一層退院調整を充実させていき
たいと考える。
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グループホームの特徴
・医師から認知症と診断されている
・要介護1～5の介護認定を受けている
・基本的に医療行為のない方
・施設が小規模（1ユニッ陀人以下）のため、職員の
　目が行き届く
図3
　グループホームの特徴をまとめた。　（図3）
　認知症と診断されている方が入所する施設で
あり、施設の規模や構造も認知症の方に対応し
ているのが特徴である。
【結　　果】
・各施設について、受け入れ対象者の理解がで
きた。
・入所先を検討するポイントと流れが把握できた。
・施設入所を希望されている患者や家族の相談
に、必要な情報の把握ができた。
【はじめに】
　昨年、プロジェクト21に『患者様の話し相手
になってもらえるボランティアさんの導入を検
討してほしい』との職員からのメールが届いた。
そこで、ボランティア導入を検討するワーキン
グチーム『ボラボラ作戦チーム』が結成され、
活動を開始した。
　近隣の病院や施設では、すでにボランティア
スタッフが活動しており、なくてはならない存
在になっていることを知った。
　当院も、患者様へよりきめの細やかなサービ
スを提供していく上で病院ボランティアの導入
が必要と考え、ボランティアを受け入れるため
の基礎的な枠組み作成し、病院ボランティア活
動を開始するまでに至った。ボラボラ作戦チー
ムの活動を報告する。
【目　　的】
　ボランティアを受け入れるにあたり、当院と
ボランティアスタッフとの立場を明確にし、病
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院ボランティアの組織枠組みを作成する。
　それぞれの立場とは、当院は「ボランティア
スタッフの活動を通して患者様に入院生活を快
適に過ごしていただける」、ボランティアスタッ
フにとっての当院は「活動にあたっての貴重な
社会資源としての地域住民に開かれた病院」と
して、お互いの人間性を高めあうの関係とした。
【活動にあたっての課題】
　ボランティア受け入れ体制作りのために、週
1回の定例会議で課題を明確にした。
①ボランティアとは何か？
②病院ボランティア活動とは？
③病院ボランティア活動をどう受け入れたらよ
いのか？
④当院でボランティアを受け入れた方がよいの
か？
⑤地域住民よりボランティアを募集するにはど
のようにしたらよいか？
⑥当院でボランティアを受け入れるにはどのよ
うにするのか？
　これらを中心に、情報の収集を行った。
【課題の整理】
　ボラボラ作戦チームメンバー2名が札幌市社
会福祉協議会が開催する『ボランティア受入担
当職員研修会』に参加した。ボランティアの概
念、ボランティアの実際などを学び、他のメン
バーへの伝達講習を行った。
　また、ボランティアの実際を知るために、ボ
ラボラ作戦チームメンバー全員で、介護老人福
祉施設、老人保健施設、2箇所の病院を見学した。
　さらに、見学先病院のボランティアコーディ
ネーターを講師に招き、病院ボランティア活動
について学んだ。
　これらの情報を基に、
①ボランティアとは、本人がやりたいことを行
う自己実現であり、無償の社会貢献である。ボ
ランティア側と受け入れ側のニーズとが合致し
て成立するものであり、決して仕事のお手伝い
ではない。
②病院ボランティア活動とは、職員との信頼関
係、患者様との関係を築くことで、組織運営に
重要な役割を果たすことになり、ボランティア
がなくてはならない存在となること。
③ボランティアを受け入れるためには、職員が
ボランティア精神を理解し、病院全体でボラン
ティア活動を応援することが大切である。
④ボランティアを受け入れることは患者様にとっ
て潤いのある生活を送る事ができる。
⑤町内会との連携を活用し、ボランティア希望
者を受け入れる。
⑥ボランティアを受け入れるには、①～⑤に基
づいた体制作りが必要である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　とした。
【｛本制イ乍り】
　ボランティアの募集から活動までを検討し、
基本マニュアルの作成と受け入れ体制の整備を
行った。
①基本マニュアルは、
　事務局規約、募集パンフレット、オリエンテー
ション用紙、ボランティア会会則、病院ボラン
ティアの心得、活動内容、活動手順、登録用紙、
個人情報保護誓約書、活動記録、活動報告、ボ
ランティア活動保険について作成した。
②受け入れ体制の整備として、
　ボランティアルームを設置し、ボランティア
の名札と腕章を作成した。
　また、ボランティア会の名前を公募し、『ハー
トハンドしらかば』に決定した。名前の由来は、
「思いやりの心を温かい手で、手助けを必要と
している方々に届ける。」である。
【まとめ】
　ボラボラ作戦チームでは、ボランティアスタッ
フにどのような活動の場を提供することが出来
るのかを、チーム内で何度も検：討を行い、病院
の景観を明るくするような活動や、患者様が使
用する物品の作成や修理、患者様の整容といっ
一138一
た内容が当院には合致しているとの結論に至った。
　ボランティア募集のパンフレットを作成し、
町内会と当院との懇談会で配布をしたり、近隣
の町内会長の協力を得て回覧して頂いた。
　現在、登録者は1名で、月1回、デイケアで
生け花の講師をして頂いている。生け花に参加
した利用者様は、ボランティアスタッフの楽し
い指導でいつも素晴らしいお花を生けており、
デイケア通所の楽しみになっている。
　今後は、ボランティア活動の促進と円滑な運
営を図るため、地域社会活動室に『ボランティ
ア事務局』が置かれ、その運営が軌道に乗るま
でボラボラ作戦チームが応援することとなった。
護内容についての記入はされているが、判断の
記載が少ない。
2　看護計画を意識した記録になっていない。
3　評価や計画の変更・追加とその根拠が不足
している。
この結果を踏まえ改善策を検討実施していった。
訪問看護記録（経過記録）の
記載方法の検討
～看護計画を生かす評価の充実～
【結　　果】
　第1段階　情報の分析、判断の記入を習慣化
するため、記録は看護計画の問題点＃ごとに記
入し経過記録の前に看護計画をつづり、すぐに
確認できるようにした（用紙1）。その結果、
意識して問題解決に取り組み、記入前に看護計
画を見直す習慣ができた、訪問看護報告書が書
きやすくなったなどの効果があった。判断内容
の記載も増えていったが、評価やプランの変更
や追加についての記載はまだ少なく、漫然と看
護計画が継続されるという課題が残った。
訪問看護ステーションしらかば
○正田まゆみ　表原　典子　寺田和加子
　三二　孝子　石川　恭子
【はじめに】
　当ステーションはH18年6月それまで使用し
ていた経過記録を一部変更した。これまでの記
録は、情報や看護内容の伝達が重視され、残念
ながら看護計画と連動している記録にはなって
いなかった。また、訪問看護の評価は、ケアプ
ランのモニタリング資料としてもケアマネジャー
に連携されていくものであり、速やかに反映さ
れなければならない。そこで、評価の充実を図
るため、経過記録の見直しを試みたので報告す
る。
【研究方法】
　経過記録に関して、日頃の反省や疑問に感じ
ていることをカンファレンスで確認した。主に
次の3つの項目があがった。
1　訪問時の身体状況や生活状況、実施した看
（用紙1）
訪問看護記録ll利用者氏名 様
定期・緊急・電話相談
Eその他
定期・緊急・電話相談
Eその他
年月　日（）　：～ 年月　日（）　：～
血　圧
脈拍
体温
呼吸
食事
排泄
睡　眠
＃　1
＃　2
指　導
焉@容
看　口焉@容
担当
次回／　　：～　： 次回／　　’～　’
　第2段階の取り組みは、評価・計画修正に関
する記入の充実を図るため、専用の別紙を作成
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